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数 学

１ 学習指導及び学習評価の改善・充実

(1) 社会とのつながりを意識した探究的な学習の推進

学習指導要領では、数学的に考える資質・能力の育成を目指す観点から、現実の世界

と数学の世界における問題発見・解決の過程を学習過程に反映させることを意図して数

学的活動を充実させることが求められている。そのためには、物事の中から問題を見い

だし、その問題を定義し解決の方向性を決定して、解決方法を探して計画を立て、結果

を予測しながら実行し、振り返って深い学びを実現することで、次の問題発見・解決に

つなげていく力を身に付けることが大切である。

図１は、数学的に考える資質・能力を育成するために、生徒が事象の中から自ら問い

を見いだし、課題の解決を行う探究の過程を表したものである。

①課題の設定 ②情報の収集 ③整理・分析 ④まとめ・表現

疑問や問いの 問題の 問題の理解、 計画の実行、 解決の過程や

発生 設定 解決の計画 結果の検討 結果の振り返り

※①～④:探究のサイクル 新たな疑問や問い、推測などの発生

図１ 資質・能力の育成のために重視すべき学習過程の例（平成28年12月21日中央教育審議会答申「別添資料」を基に作成）

数学科においては、教科の目標として、数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動

を通して、数学的に考える資質・能力の育成を目指すこととしている。

また、数学的な見方・考え方を働かせて、事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだ

し、問題を自立的、協働的に解決する過程を遂行する数学的活動を行うことが、数学科

における探究的な学びであると考えられる。

探究的な学びを通じて育成を目指す資質・能力として、日常生活や社会の事象から、

事象の数量等に着目して数学的な問題を見いだす力や事象の特徴を捉えて数学的な表現

を用いて表現する力が考えられる。これらの資質・能力は、問題発見・解決の過程で発

揮されることから、その育成には、数学的な見方・考え方を働かせた数学的活動の一層

の充実が必要である。

また、「数学的な見方・考え方」とは、事象を数量や図形及びそれらの関係などに着

目して捉え、論理的、統合的・発展的、体系的に考えることであることから、数学の学

習においては、「数学的な見方・考え方」を働かせながら、知識及び技能を習得したり、

習得した知識及び技能を活用して探究したりすることが大切である。

次ページの図２は、問題発見・解決の広がりと汎用的な見方・考え方等の獲得過程を
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示したものである。問題発見・解決の基礎をなす技能を身に付けることにより、あらゆ

る数学の問題から、条件を変えたり、条件を

弛めたりするなどして新たに設定した問題へ

と統合的・発展的に考察できるようになるこ

とや、問題を解決して新たに得られた知識な

どをこれまで得られていた知識などと合わ

せ、批判的に検討することにより、知識など

を体系的に整理することができ、様々な場面

において活用できるようになることが示され

ている。

(2) 探究的な活動を取り入れた単元の評価の工夫

指導と評価の一体化を図るためには、生徒一人一人の学習の成立を促すための評価と

いう視点を一層重視し、教師が自らの指導のねらいに応じて授業での生徒の学びを振り

返り、学習や指導の改善に生かしていくことが大切である。すなわち、学習指導要領で

重視している「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を通して各教科等に

おける資質・能力を確実に育成する上で、学習評価は重要な役割を担っている。

また、三要素のバランスのとれた学習評価を行っていくためには、指導と評価の一体

化を図る中で、多面的な評価を行っていくことが必要である。また、観点別学習状況の

評価の「記録に用いる評価」については、毎回の授業ではなく、原則として単元や題材

など内容や時間のまとまりごとに、それぞれの実現状況を把握できる段階で行うなど、

評価の場面を精選する必要がある。

このことから、観点別学習状況の評価においては、次のことに留意する必要がある。

知識 数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解しているかどうか、事象を数学化した

・ り、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けているかどうかについ

技能 て評価する。
なお、小テストなどによる「知識・技能」の観点の評価については、量的な評価ではなく、評

価問題を工夫して「ある事柄を理解しているかどうか」など質的に評価することが大切である。

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・
発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けて
いるかどうかについて評価する。
授業において日常の事象や社会の事象などを数学的に捉えて問題を解決することを扱ったにも

関わらず、単元テストや定期考査で、授業での活動に係る評価問題を出題しないと、生徒は授業
での活動を軽視してしまうことが懸念されることから、思考・判断・表現に関する評価問題を出
題し、質的に分析していくことが大切である。
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づい

て判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしよ
うとする態度を身に付けているかについて評価する。
授業において数学的活動を実践する際は常にノートやワークシートに振り返りを記述させるこ

とが考えられる。さらに生徒一人一人が表計算ソフトなどを活用して記載した振り返りを評価す
ることを通して、各生徒への指導に生かしたり次の小単元の指導展開に生かしたりしていくとと
もに、必要に応じて総括するための資料として記録に残していくことが必要である。

２ 指導と評価の計画例

(1) 数学Ⅰ「二次関数」における社会とのつながりを意識した探究的な学習の計画例

ア 単元の目標

図２ 算数・数学の学習過程のイメージ（平成28年８月28日

算数・数学ワーキンググループにおける審議の取りまとめ）
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(ｱ) 二次関数についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、

事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を

身に付ける。 【知識・技能】

(ｲ) 関数関係に着目し的確に表現するとともに、その特徴を表、式、グラフを相互に

関連付けて考察する力、日常や社会の事象を数学的に捉え、数学的に処理し、問題

を解決する力を身に付ける。 【思考・判断・表現】

(ｳ) 二次関数について、数学のよさを認識し積極的に数学を活用する態度、粘り強く考え

数学的論拠に基づいて判断する態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり評価・

改善したりしようとする態度を身に付ける。 【主体的に学習に取り組む態度】

イ 単元の評価規準

ウ 単元の指導と評価の計画（32時間）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①二次関数の値の変化やグラフの特 ①二つの数量の関係に着目し、日常 ①事象を二次関数の考えを用いて考
徴について理解している。 の事象や社会の事象などを数学的 察するよさを認識し、問題解決に

②二次関数の最大値や最小値を求め に捉え、問題を解決したり、解決 それらを活用しようとしたり、粘
ることができる。 の過程を振り返って事象の数学的 り強く考え数学的論拠に基づき判

③二次方程式の解と二次関数のグラ な特徴や他の事象との関係を考察 断しようとしたりしている。
フとの関係について理解している。 したりすることができる。 ②問題解決の過程を振り返って考察

④二次不等式の解と二次関数のグラ ②二次関数の式とグラフとの関係に を深めたり、評価・改善したりし
フとの関係について理解し、二次 ついて、コンピュータなどの情報 ようとしている。
関数のグラフを用いて二次不等式 機器を用いてグラフをかくなどし
の解を求めることができる。 て多面的に考察することができる。

○学習評価については、

日々の授業の中で生徒

の学習状況を適宜把握

して指導の改善に生か

すことに重点を置くこ

とが必要である。

○「指導に生かす評価」

として「振り返り」の

活用が考えられる。

○生徒の「振り返り」の

記述を、生徒の指導に

生かしたり、今後の授

業に生かしたりするこ

とが考えられる。

時
ねらい・学習活動

重 記
備考間 点 録

１ ・日常生活や社会の事象を考察することを通して、関数の 知 知①：行動観察
定義を確認するとともに、関数の値の変化を考察し、関
数と関数のグラフの関係性について理解することができ
るようにする。

12 ・二次関数のグラフについて、定義域に制限がある場合の 知 知②：ワークシート
最大値・最小値を求めることができるようにする。

13 ・二次関数のグラフについて、二次関数の係数または定義 知 知②：ワークシート
域に文字定数が与えられた場合の最大値・最小値を求め
ることができるようにする。

14 ・日常生活や社会の事象を考察することを通して、二次関 思 ○ 思①：ワークシート
数の最大・最小の考えを用いて、問題を解決することが 態 ○ 態①：振り返りシート
できるようにする。

15 ・日常生活や社会の事象を数理的に捉え、二次関数の式 思 思①：ワークシート
とグラフとの関係について考えたり、グラフをかいた
りするなどして二次関数の決定について考察すること
ができるようにする。

・振り返りシートに記述することを通して、事象につい 態 態①：振り返りシート
て二次関数の考えを用いて考察するよさを認識し、問
題解決にそれらを活用しようとしたり、粘り強く考え
数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。

16 ・第15時の学習内容を振り返り、二次関数を決定するため 思 ○ 思②：ワークシート
の条件を活用して、二次関数の式を求めることができる 態 ○ 態①：振り返りシート
ようにする。

17 ・３点が与えられた二次関数のグラフについて、連立３元 知 知③：ワークシート
１次方程式の解を求めることができるようにする。

32 ・単元全体の学習内容についてのテストに取り組み、単元 知 ○ 知①～③：単元テスト
で学習したことがどの程度身に付いているかを自己評価 思 ○ 思①②：単元テスト
することができるようにする。

知：「知識・技能」 思：「思考・判断・表現」 態：「主体的に学習に取り組む態度」

次頁の学習指導案を参照

○授業において数学的活

動を実践する際には、

振り返りの記述を行う

場面を設定することが

考えられる。

○生徒がICTを日常的に

活用することにより、

自ら見通しを立てた

り、学習の状況を把握

し、新たな学習方法を

見いだしたり、自ら学

び直しや発展的な学習

を行いやすくなったり

する等の効果が期待さ

れる。

指導に生かす評価

ICTの効果的な活用
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エ 学習指導案（15時間目／32時間中）

＜生徒の考え１＞
・頂点や軸について理解
できているか確認する
必要がある。

・グラフの特徴である頂
点や軸に対して意識を
もつことに課題がある。

＜生徒の考え２＞
・ x ＝２ が正しい軸では
ないことに気付かせ、
軸の意味について確認
する必要がある。

◎表計算ソフトで記述さ

せることによって、教

師が生徒の考察の過程

を把握し、生徒のよい

点や進歩の状況など積

極的に評価することが

可能であることから、

生徒の課題を把握し、

指導に生かすことがで

きる。

数学科学習指導案

１ 単 元 名 数学Ⅰ 二次関数
２ 本時の学習 二次関数の決定（本時15／32時間）
３ 本時の目標 ・二次関数の式とグラフとの関係について考えたり、グラフをかいたりす

るなどして二次関数の決定について考察することができる。（思）
・事象について二次関数の考えを用いて考察するよさを認識し、問題解決
にそれらを活用しようとしたり、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断
しようとしたりしている。（態）

４ 本時の展開
評価

過程 学 習 活 動 形態 指導上の留意点 の
観点

導入 ○ 本時のねらい・評価規準の確認

５分 ・「日常の事象から、二次関数の式とグラ 一斉 ・ねらいや評価規準を確認
フとの関係や二次関数の決定について多 することで、本時の学習

面的に考察することができる。」 に見通しをもたせる。

○ 本時の問い

○ 課題１の提示展開
35分

○ 課題を個人思考 個人

○ ICT を活用した考察の記録 個人

・個人で考察したことを表計算ソフトを用い ・入力したデータをクラウ 思

て入力する。 ド上に保存する。
○ ペアでの交流・気付き
・表計算ソフトの記述を通して他者の考えを ペア ・条件に「軸の方程式を加

確認するとともに、二次関数の式とグラフ える」または「他の１点

との関係について考察し、議論する。 の座標を加える」ことを

○ 課題２の提示 気付かせる。

○ ICT を活用した課題の考察
・個人で考察したことを表計算ソフトを用い 個人 ・生徒によって、軸の設定

て入力する。 や通る点の位置により解
答が異なることに留意す

る。

○ ペアでの交流・気付き
・表計算ソフト等の記述を通して他者の考え ペア ・軸の取り得る範囲につい

を確認して、考察の過程について気付いた て気付くことができるよ

ことなどについて改めて入力する。 うに留意する。

整理 ○ 本時の学習の振り返り

10分 ・課題１及び２を通して、二次関数のグラ 個人 態

フが１つに定まるための条件について気

付いたことを表計算ソフトに記載する。

発問：課題１について、どのような条件を加えれば、二次関数が１つに定まるだろうか？
また、その条件を加えた理由も考えよう。

課題１：あなたはバスケットゴールから４ｍ離れてシュートを打つ練習をします。ボール
が手から離れる位置は地上から２ｍの位置であるとします。このとき、シュート
が決まったときのボールの軌道（グラフ）はどのような二次関数の式になるでし
ょうか。

バスケットボールの授業で、フリースローラインからシュートを打ってゴールを
決めました。あなたにとって、理想的なボールの軌道はどのようなものだろうか。

＜生徒の考え１＞
わかっている点が２点だけど、どのよ
うに求めたらいいのかわからない。

＜生徒の考え２＞
軸を x＝２ として二次関数の式を求め
るが、うまくいかない。

対話的
な学び

深い
学び

主体的
な学び

主体的
な学び

A1

B

A1

D1

C
課題２：課題１の条件でシュートを打つとき、あなたが考える理想的なボールの軌道（グ

ラフ）を、二次関数の式で表現してみましょう。また、考察の過程について表計
算ソフトに入力してみましょう。

＜生徒の考え１＞
何に着目して考えればいいのかわか
らない。 ＜生徒の考え２＞

軸を任意に設定し、２点（０，２）、（４，３）
を通る二次関数の式で表す。＜生徒の考え３＞

通る３点を自分で設定する。

対話的
な学び

次時に向けて：
・二次関数の式が一つに定まるための他の条件を見つけることを課題として提示する。

・「異なる場所からシュートを打つときはどうか」等、生徒の疑問を全体に共有する。

【課題提示の際の留意点】
・実社会での問題発見・解
決に生かしていく視点か
ら、生徒が自ら課題を設
定し、学習を進めるため
には、生徒が多様な視点
を持って学ぶことが必要
である。

・ここでは、１時間目にボ
ールの軌道が放物線を描
くこととみなせることに
ついて紹介している。

・教師の指導改善や生徒の
学習改善に生かす学習評
価とするため、「単元の
指導と評価の計画」（前
頁参照）を作成すること
が大切である。

本 時 の 学 習 過 程 の
イメージと身に付く力

Ａ１:事象の特徴を捉え

て数学的な表現を用

いて表現する力

Ｂ :数学的な問題を解決

するための見通しを

立てる力（構想力）

Ｃ :数学的な見方・考え

方を基に、的確かつ

能率的に処理する力

Ｄ１:得られた結果を元

の事象に戻してその

意味を考える力

指導に生かす評価の工夫

指導に生かす評価への
ICTの活用
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オ 授業改善につながる「指導に生かす評価」の工夫（評価時期、評価方法、評価結果

のフィードバック）

ワークシートの作成例→

評価 Ａ Ｂ Ｃ

【思考・判断・表現】 二次関数の式とグラフの関係について考える 二次関数の式とグラフの関係に 二次関数の式とグラフの関係に

※表計算ソフトへ入力さ ことができ、その考えを用いて日常生活の事 ついて考えることができる。 ついて考えることができていな

せて評価する。 象について考えることができる。 い。

表 評価基準（「おおむね満足できる」状況（Ｂ））

図３ 表計算ソフトを用いた入力フォーム

課題１について、「努力を要する」状況（Ｃ）の評価の生徒は、二次関数の式とグラフとの関係について理解できていない生徒が
多いと考えられる。既習事項である「二次関数の値の変化やグラフの特徴」について学び直す時間をとったり、グループやペアで
二次関数の式とグラフとの関係について確認する時間をとったりする手立てなどが考えられる。
また、図３の生徒Ｅのように、条件については理解しているが、式や連立方程式の解等と結びつけて説明できていない生徒が多

い場合は、単元の目標である「関数関係に着目し的確に表現するとともに、その特徴を表、式、グラフを相互に関連づけて考察す
る力を身に付ける」に課題があることから、重点的に身に付けさせたい資質・能力として設定することも考えられる。

指導に生かす評価の例

＜評価時期＞

「指導に生かす評価」については、単元の評価規準に

基づき、表にある「おおむね満足できる」状況（Ｂ）等

を設定するとともに、日々の授業の中で生徒の学習状況

を把握して指導に生かすことに重点を置いて行うなどの

工夫が考えられる。

＜評価方法＞

表にある「おおむね満足できる」状況（Ｂ）等を踏ま

え、表計算ソフト、Google Forms等のICTを効果的に活

用して生徒の思考を一覧で把握できるようにすることが

考えられる。

＜評価結果のフィードバック＞

生徒にどのような方針によって評価を行うのかを事前

に示し、共有しておくことは不可欠であり、生徒がどの

ような資質・能力を身に付けるのかの見通しを持ち、評

価結果に納得し、その後の学習に生かせるような工夫を

することが重要である。

例えば、図３の生徒Ｅや全体に「なぜ、軸の方程式の

利用について思い浮かんだのか？」と問いかけ、理由を

表現させる場面を設定することなどが考えられる。
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(2) 数学Ａ「場合の数と確率」における社会とのつながりを意識した探究的な学習の計画例

ア 単元（場合の数）の目標

（ｱ）場合の数についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事

象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身

に付ける。 【知識・技能】

（ｲ）事象の構造などに着目し、場合の数を求める方法を多面的に考察する力を身に付

けるとともに、組合せに関する関係式や円順列及び同じものを含む順列などの総

数の求め方の公式を導く過程を考察する力を養う。 【思考・判断・表現】

（ｳ）場合の数について、数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、

粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り

返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度を身に付ける。

【主体的に学習に取り組む態度】

イ 単元（場合の数）の評価規準

ウ 単元（場合の数）の指導と評価の計画（13時間）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①集合の要素の個数に関する基本的 ①事象の構造などに着目し、場合の ①事象を場合の数の考えを用いて考
な関係や和の法則、積の法則など 数を求める方法を多面的に考察す 察するよさを認識し、問題解決に
の数え上げの原則について理解し ることができる。 それらを活用しようとしたり、粘
ている。 ②組合せに関する関係式や円順列及 り強く考え数学的論拠に基づき判

②具体的な事象を基に順列及び組合 び同じものを含む順列などの総数 断しようとしたりしている。
せの意味を理解し、順列の総数や の求め方の公式を導く過程を考察 ②問題解決の過程を振り返って考察
組合せの総数を求めることができ することができる。 を深めたり、評価・改善したりし
る。 ようとしている。

時 ねらい・学習活動 重 記 備考
間 点 録

１ ・集合の要素の個数を、ベン図を用いて求めることができ 知 知①：行動観察
るようにする。

７ ・円順列と重複順列の総数を求めることができるようにす 知 知②：ワークシート
る。

８ ・組合せの意味を理解し、関係式を導くことができるよう 思 思②：行動観察
にする。

９ ・具体的な事象を基に、組合せの総数を求めることができ 知 知②：ワークシート
るようにする。

10 ・様々な条件が付く組合せについて、多面的な見方で問題 思 ○ 思①：ワークシート
解決することができるようにする。 態 ○ 態①②：振り返りシート

11 ・同じものが含まれる順列の総数を考える際に、組合せ 思 思①：ワークシート
の考え方が効果的であることに気付くとともに、その
理由を説明することができるようにする。

12 ・事象の構造などに着目し、同じものを含む順列の総数の 思 思②：ワークシート
求め方の公式を導くことができるようにする。 態 ○ 態②：振り返りシート

13 ・単元全体の学習内容についてのテストに取り組み、単元 知 ○ 知①②：単元テスト
で学習したことがどの程度身に付いているかを自己評価 思 ○ 思①②：単元テスト
することができるようにする。

知：「知識・技能」 思：「思考・判断・表現」 態：「主体的に学習に取り組む態度」

次頁の学習指導案を参照

指導に生かす評価

〇記録欄に「〇」が付い

ていない時間において

は、生徒の学習状況を

適宜把握して指導の改

善に生かすことに重点

を置くことが重要であ

る。

ICTの効果的な活用

〇授業においてICTを活

用することは、「指導

に生かす評価」の面か

らも効果的である。例

えば、クラウド上のワ

ークシート等を活用す

ることにより、教師は

生徒の学習課題の進捗

状況をリアルタイムに

把握し、必要に応じて

コメントを返す等、指

導方法等の工夫・改善

を図ることができる。
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エ 学習指導案（11時間目／13時間中）

数学科学習指導案

１ 単 元 名 数学Ａ 場合の数
２ 本時の学習 同じものを含む順列
３ 本時の目標 同じものが含まれる順列の総数を考える際に、組合せの考え方が効果的で

あることに気付くとともに、その理由を説明することができる。（思）
４ 本時の展開

評価
過程 学 習 活 動 形態 指導上の留意点 の

観点

導入 ○ 本時のねらい・評価規準の確認
５分 ・「条件が付いた順列の総数を考えるとき、 一斉 ・ねらいや評価規準を確認

どのような考え方が効果的であるか説明 することで、本時の学習

できるようにする。」 に見通しをもてるように

○ 基本的知識・技能（既習事項）の確認 する。

・Google Formsを用いて、学習の到達度を グループ ・必要に応じて全体に補足

把握するテストを実施し、既習事項をグ を加える。

ループで確認する。

○ 本時の問いの提示

○ 問いの考察展開

40分 ・グループで考察を行う。 グループ
・表計算ソフトを共同編集し、グループで
考えたルールを入力する。

○ 考えの共有・比較

・表計算ソフトを全体共有し、他グループ グループ ・どのようなルールでも、
が考えたルールとの比較を行う。 「同じ生徒が少なくとも２

○ 課題の焦点化 回以上担当しなければい

・自分のグループで考えたルールに基づき、 個人 けない」ことを把握して
シフトの組み方の総数を求める方法を考 いるかを確認する。
察する。

○ 日常の事象（問い）の数学化

○ 課題の考察
・シフトの組み方の総数を求める方法と 個人 思
答えを表計算ソフトに記入する。

○ 生徒の考えを交流・比較
・複数の考え方を共有できるようにする。
○ 生徒の意見を基に課題を設定
・条件を変えた課題を設定する。

○ 生徒の考えを交流・比較
・組合せの考え方を用いる方法と、順列の
考え方を用いつつ重複する並べ方の総数
で割る方法を比較して考察を深める。

整理 ○ 本時の学習の振り返り

５分 ・本時の学習を通して、自分で考察したこ 個人 ・１人で２回以上担当する
とや他者の考え方から気付いたことを整 生徒がいた場合の考え方
理し、Google Formsに入力する。（各自 をまとめ、入力するよう
記録） 指示する。

発問１：これまでに学んだ順列や組合せの例との違いはどこにあるか。
どのようにアプローチすればよいか。（単純化して考えてみよう。）

学校祭で、８人の生徒が30分ずつ８交代で受付を担当する計画を立てたが、当日３人の生
徒が欠席してしまった。５人の生徒の負担に配慮して、シフトパターンができるだけ多くな
るようにするには、どのようなシフトの組み方のルールが考えられるだろうか。

＜生徒の考え１＞
１番から８番まで希望を聞いていく。（樹
形図を用いて求める。）

＜生徒の考え２＞
２回担当する３人を決め、その生徒が優
先的に順番を選ぶ。（組合せ）

深い
学び

A1

B

A1

C

課題２：（例）５交代のシフトをＡ、Ｂ、Ｃの３人で組みたい。シフトの組み方の総数は何
通りあるか。

課題１：５交代でのシフトをＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４人で組みたい。Ａが２回担当するとして、
シフトの組み方の総数は何通りあるか。

発問２：条件を変えて考察を深めよう。

次時に向けた課題：８交代のシフトを５人で担当する組み方の総数と、グループで条件を変え
て考えたシフトのルールに従った場合の組み方の総数は何通りあるか。

D1

対話的
な学び

主体的
な学び

＜生徒の考え１＞
組合せの考え方を用いる。

＜生徒の考え２＞
順列の考え方を用いつつ重複する並べ方
の総数で割る。

【日常生活の題材を扱
うために】
数学を活用できるよ

うに事象を数学化する
には、問題意識に基づ
き事象から条件や仮定
を設定し、数学の問題
として表現することが
必要である。

指導に生かす評価の工夫

Ａ１:事象の数量等に着目

して数学的な問題を

見いだす力

Ｂ :数学的な問題の本質

を見いだす力（洞察

力）

Ｃ :論理的に推論する力

（帰納）

Ｄ１:様々な事象に活用す

る力

・探究的な学習におい

て、日常生活の事象を

数学化したり、数学的

に表現・処理したりす

る技能は、数学的な概

念や原理・法則と一体

的なものとして学ばれ

る必要があるため、学

習活動の開始前に既習

事項の評価を行うこと

で、習得が不十分な部

分を補うことができる。

・学習過程において、思考

の過程や結果を可視化

することで、他者の多様

な見方・考え方に触れ

たり、相互評価を行った

りすることができ、学

びの振り返りを行う際

の有効な手段になる。

指導に生かす評価への
ICTの活用

・Google Formsを用いて
テスト等を実施するこ

とで、瞬時に採点する

ことができ、生徒が習

得状況に応じて学習課

題等を選択する機会

を設けることができる。

・表計算ソフトを共有す
ることで、生徒の疑問

や思考の過程を把握し

て指導の改善につなげ

たり、次時の課題設定

に生かしたりすること

ができる。

本 時 の 学 習 過 程 の
イメージと身に付く力
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オ 授業改善につながる「指導に生かす評価」の工夫（評価時期、評価方法、評価結果

のフィードバック）

(ｱ) Google Formsを活用したテスト等

授業の冒頭や授業開始前に、知識及び技能の習得状況を問う課題として、Google

Formsを活用した数問程度のテスト等を実施する。「個別最適な学び」と「協働的

な学び」という観点から、採点機能を用いて瞬時に正答率を把握し、既習事項を扱

ったワークシートによる復習や、生徒間での学び合いを行い、その結果を各自で深

めるといった循環など、学習方法を適切に選択し、教育活動の充実を図る。

(ｲ) 表計算ソフトの共有による意見交換

以下の例（図４）は、学習の形態（グループ・個人等）に関わらず、Google Forms

で回答を集約してから表計算ソフトに表示する等の工夫により、生徒全員の回答を

共有しながら授業を行い、それぞれの生徒の問題解決の結果や過程及び疑問に感じ

たことなどを把握し、指導に生かす例である。シートのＡ列を名簿として、Ｂ列以

降に教師の問いに対する回答、問題の解答、意見等を入力する。生徒は、入力と同

時に他の生徒の回答・意見と自分の回答・意見を比較し、自分の考えを評価・改善

することができる。

また、教師はいずれかの問いに対する回答を総括するための資料（思考・判断・

表現）として記録に残すことも考えられる。

なお、生徒の多様な考えを、授業時間内に取り上げたり、今後の課題等に反映さ

せたりすることも大切である。

図４ 授業で共有する表計算ソフト

・本シートでは、教師の発問に対

する生徒の回答を集約している。

・Ｃ列で各班の視点を共有するこ

とにより、本時の問いの解決に

向けたアプローチの方向性を確

認することができる。

・Ｄ列やＦ列は、問いに対する各

グループの答えが記入されてお

り、振り返って誤答について考

察することも可能である。

・Ｅ列は、各グループの設定が記

載されており、条件をグループ

ごとに変えるなどの授業展開に

活用することができる。

101 組合せを使う。最初に、２回担当するひとの番を選ぶから
102 Cをつかう。２回担当する人の順番を２か所決める。あとは３！
103 Cをつかう。Pだとうまく数えられないから。
104 Cを使う。川村君が言ってた
105 組合せを使う。同じ人が出てくる２回は順番が関係ないから。
106 Cをつかう。２回担当する人の順番を、５つから２つ決めるから。
107 樹形図。すべての組み合わせを数えればいい。

送信

シフトを組むとき、２回以上担当する人が居る場合の総

数を数えるには、これまでに学んだどの考え方を用いれば

よいですか。また、どうしてその考え方が有用なのか理由

も書いてください。

Ｃをつかう。最初に２回担当する人が入るところを２

箇所選んで、残りを３人で埋めるから

・左側のGoogle Formsからグループでまとめた考えを

送信し、集約したデータを右側の表計算ソフトに出

力している。出力結果を下のシートに貼り付けるな

どして共有する。

・考え方の要点を簡潔にまとめることで、生徒の表現

する力を確認することもできる。

・入力内容の修正を認め、修正前後の文章を比較して、

記録に残す評価として活用することも考えられる。

１ 回答の入力 ２ 回答の集約

３ 回答の共有


